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１．はじめに 

現在, 消費電力が少なく長寿命であるLED照明

が注目されている. LED照明は, 蛍光灯と同水準の

色温度・照度環境を提供でき, 急速に需要が伸びて

いる. しかし性能を定めた規格や基準の法整備が追

いついていないこともあり,全ての照明をLED照明

に交換した札幌市役所では, 一部の職員から, ｢眼が

疲れる｣「気分が悪い」といった訴えがある等, LED

照明への変更から体調不良を訴えるケースも出現し

ている.   

視作業での眼の疲れや気分の悪さを引き起こす要

因として, 自律神経バランスの崩れ, 眼の負担, 脳

機能の中枢性疲労が挙げられるが, 自律神経への影

響については, 照明の色温度や照度が快・不快に及

ぼす研究など諸説ある. 一般照明と発光原理が異な

るLED照明が, 自律神経バランスに影響を及ぼし, 

体調不良を起こすこと可能性は大である. 

 

2．先行研究 

LED等の光源が視覚系疲労に及ぼす影響につい

て, 望月の研究 1)によると, 眼の調節時間, CFF値の

実験前後の変化率より有意な差は明らかにならなか

ったとしている.  

木村らの研究 2)によると,眼の調節時間測定に 

ERP計測を含めた視覚系疲労の段階的な評価方法

を提案している. ERPは視覚情報の脳内過程を反映

し, 一次視覚野の反応であるP100成分と標的と非

標的より弁別する際に現れるP300成分を指標とし

た. 結果, ERPのP100の振幅の増大から主観的な疲

労感との相関を認めている. さらに, 眼の調節機能

測定とERP計測による潜時・振幅より相関が認めら

れないことから, 両者は独立な情報を含んでおり, 

眼調節過程, 認知的処理過程と段階的に分割した視

覚系疲労の評価が可能だとしている.  

 

3. 研究目的 

本研究では, LED照明下での視作業による, 視覚 

負担・脳の認知機能の負担を脳の中枢性疲労・視覚

情報処理過程全般を含めた測定から, 蛍光灯照明と

比較検討し, 人体への影響を調査し, LED照明使用

時の負担評価の一資料とすることを目的とする. 

 

4. 研究概要  

4-1 本実験内容 

LED照明下の視作業による影響を, 従来の蛍光灯

照明との比較から調査する. 測定項目は, 自律神経

負担評価を心拍測定・血圧測定, 視覚負担測定項目

をアコモドポリレコーダーによる眼の調節時間測定, 

中枢性負担評価項目をERP計測とCFF測定, 自覚

症状評価として自覚症状しらべ 31)とする. 

照明は, 直管形 LED照明, 蛍光灯照明の２条件

とし, 昼白色を用いる. 作業面照度は, JISの推奨す

る照度を参考に 750lxとした. 

被験者は, 視覚に異常のない心身ともに健康な本

校学生を採用する.  

実験環境は外部の影響を受けない本校シールド室

を使用する.  

作業内容は, 連続一位加算作業を課す. 30分の作

業を１セットとし, セット間に５分間のインターバ

ルを設け, 計 2セット実施させる. 疲労蓄積を抑え

るため, 実験は１日１条件とする. 

実験手順は, 照明下において, 連続加算作業を行

わせ, 実験前後に自覚症状調べ, 実験前後・同セット

間に眼の調節時間測定を行った. また, 心拍測定・血

圧測定もあわせて行う.  

疲労の蓄積を避けるため, 別日程より同スケジュ

ールから実験前後・同セット間CFF測定を行い, 同

じくERP計測を行う.  

 

5. 予備実験. 

 予備実験の目的として, 実験方法、作業環境、が

適切に行うことが出来るか確認のため,  眼の調節

機能・CFF測定, 自覚症状しらべから行った. 

 被験者は心身ともに健康な本校学生３名とした. 

 実験内容は, 本実験内容と同じく行った. 
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6. 予備実験結果及び考察 

 

図１：眼の調節緊張時間増減率 

 

図２：眼の調節弛緩時間増減率 

 

図３：CFF値平均変化率 

 

図４自覚症しらべ（一部抜粋） 

 

 

図１・図２は眼の調節緊張時間・弛緩時間の増減

率を表した図であり, 有意差は見られなかった. 蛍

光灯照明下と比べるとLED照明下では, 調節緊張

時間・調節弛緩時間の増減率では後半にかけて高く

なる傾向が見られた. 図３はCFF値の平均値を表し

た図であり, 両照明下ともに覚醒度が下がり疲労を

感じているが, LED照明下よりも蛍光灯下に強く, 

脳の中枢性負担を感じていた. 図４は自覚症しらべ

の実験前後の増減率を表しており, 訴えの増減率が

高いものを抜粋した. バラツキが見られるものの, 

眼が疲れる項目の高さから視覚負担を訴えているこ

とがわかる. 頭が重い, いらいらする, ちょっとし

たことが思い出せないといった訴えから, 脳の負担

を感じている項目も見られた. 

 

7．まとめ 

現時点のデータでは, 蛍光灯照明と比較してLED

照明下では視覚負担、脳の中枢負担が大きく差は出

ていないが, 被験者数の少なさ, データのバラツキ, 

有意差が見られていないことからも, 今後, 被験者

を増やすことが必要だと考える. 眼の調節測定, 

CFF測定, 自覚症状しらべについても関連性が顕著

に見られなかったことからもさらなる測定が必要で

ある. 今後, 視覚負担・脳の中枢性負担を段階的に評

価していくためにERP計測を進めていくこと,心

拍・血圧測定から自律神経負担を測定し, LED照明

が人体に及ぼす影響について詳細に検討していく. 
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